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健診受診率の推移（法定報告値）

平成26年度 平成27年度 平成28年度 平成29年度

特定健診実施率 21.9% 25.3% 28.5% 29.9%

特定保健指導実施率 8.4% 7.7% 7.5% 7.7%
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効果のあった取組み

• 徐々に対象を拡大し、H28年度からは9月末時点未受診者全
員へ送付

• H28年度実施の未受診者アンケートの結果を踏まえ種類分け

• 節目年齢受診者への商品券プレゼント（H27～）



①勧奨はがきの工夫

資料参照 【アンケート結果】【勧奨はがき見本】



①勧奨はがき送付者の受診率（H30年度）
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②インセンティブ付与（商品券）の効果
受診率（実績値）

全体受診率 27.7% 28.4%

節目年齢受診率 29.5% 30.8%

受診率の差 1.8% 2.4%

⇒ 節目年齢受診者への商品券プレゼントは
一定の効果があった



今後について

• Ｒ１年度から、節目年齢受診者の自己負担金を無料化し、
商品券プレゼントを廃止したことの影響を見極めたい。

• 未受診の理由として、「通院中だから」という被保険者が多
いため、検討を続けていきたい。

• 人口に対して健診機関の少ない地域（阿東・徳地）について
集団健診を実施しているが、地区別の受診率はほかの地域
よりやや低いため、検討を続けていきたい。
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資料１ アンケート結果と勧奨内容（㈱日本通信紙作成の報告書より）

１．受診勧奨業務の概要

（１） 受診勧奨業務の概要

特定健康診査の受診率向上のための対策として、まず、特定健診に対する意識や受診意向を尋ねるアンケ

ートを行なった。このアンケートの集計結果から、受診しない理由を把握し、それを踏まえた内容の、受診勧奨

ハガキを作成して発送した。

アンケート結果から、受診勧奨対象者を、年代・受診履歴ごとに５種類のグル-プに分け、グループごとに、

訴求する内容を変えた受診勧奨ハガキ５種類を作成した。

受診勧奨ハガキ対象者の、抽出条件と発送件数

番号 抽出条件 件数

① ４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の方 （商品券対象者） 4,396

② ６０歳以上で、Ｈ２７年度未受診の方 12,627

③ ６０歳以上で、Ｈ２７年度受診した方 3,168

④ ４０歳代の方 2,502

⑤ ５０歳代の方 2,388

（２） 受診勧奨ハガキの内容

受診勧奨ハガキの内容は、対象者が考える「受診しない理由」を打ち消し、受診を促すものとした。

健康だから → 生活習慣病は、悪化するまでは症状がほとんど現れません

入院・通院している → 通院中の方も、特定健診を受診できます

平日に時間がない → 土曜・日曜も実施している病院もあります

経済的負担 → １０,０００円相当の健診が、１,０００円で受診できます

これらを組み合わせた上、５種類のグループごとに、対象者に最も訴えかけると思われる項目を、それぞれ強

調した。
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１） 受診勧奨ハガキ①（商品券）

アンケートの、

どのようにしたら受診されますか？

①無料だったら ②休日健診があれば ③近くに病院があれば ④その他

という質問に対し、全体の 55.5%が「①無料だったら」と回答した。

節目の年齢（４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳）の方に限り、受診費用分の商品券をプレゼントすることにし

た。
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２） 受診勧奨ハガキ②（60 歳以上 前年度未受診）

アンケートの、

今年特定健康診査を受診されますか？

①受診する ②検討中 ③受診しない

という質問の回答を、受診経験の有無ごとに集計したところ、受診経験のある方とない方で、今年の受診

意向に大きな差があった。

受診経験のない方に受診していただくため、“特定健診の流れ”として、受診のしかたを再度説明した。

また、

今年受診しないを選ばれた理由は？

①健康だから ②入院・通院している ③平日に時間がない ④経済的負担 ⑤関心がない ⑥その他

という質問の回答を、受診経験の有無ごとに集計し、理由の違いを比べてみると、受診経験のない方では

「①健康だから」の回答が多かった。

これに対し、“自分は大丈夫だと思い込んではいませんか？”というメッセージを入れ、受診を促した。
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３） 受診勧奨ハガキ③（60 歳以上 前年度受診）

２）で挙げた質問で、「受診経験がある方が、今年受診しない理由」をみてみると、「②入院・通院している」

が 53.6%を占めていた。

これに対し、通院中でも健診対象になること、検査の目的が違うことの説明をし、通院中でも受診するよう

呼びかけた。
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４） 受診勧奨ハガキ④（40 歳代）

アンケートの、

今年受診しないを選ばれた理由は？

①健康だから ②入院・通院している ③平日に時間がない ④経済的負担 ⑤関心がない ⑥その他

という質問の回答を、年代別に集計し、理由の違いを比べてみると、40歳代にのみ「③平日に時間がない」

（29.4%）という回答が多くみられた。

これに対し、“健診にかかる時間は平均６０分！”、“平日だけでなく、土曜、日曜も実施している健診実施

機関もあります”と、忙しくても受診が可能なことを説明した。
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５） 受診勧奨ハガキ④（50 歳代）

４）で挙げた質問の、「年代ごとの、今年受診しない理由」をみると、50歳代では、「④経済的負担」が占め

る割合が、他の年代に比べて多かった。（37.5%）

これに対し、“１,０００円で受けることができます！”、“受けていない人に比べ、医療費が安くすみます！”

と、経済的なメリットを強調した。
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資料２ 勧奨はがき見本（H30 年度）

① 節目年齢 表

① 節目年齢 裏
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② 60 才以上前年度未受診 表

② 60 才以上前年度未受診 裏



9

③ 60 才以上前年度受診あり 表

③ 60 才以上前年度受診あり 裏
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④ 40 代 表

④ 40 代 裏
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⑤ 50 代 表

⑤ 50 代 裏


